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１月特別号

 2020年の登別市内における火災件数は10件でした。また毎年年末に行っていた高齢者世帯防火査察を「３密」
を避けるため中止いたしました。市民の皆様におかれましては、引き続き火の元には注意するようお願いします。
 昨年は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、生活様式に大きな変化が生じた年でもありました。新年を迎
え、まだまだ収まる兆しは見えていませんが、マスクの着用・手指消毒・３密を避ける等、個人ができる感染予防
を行い、新型コロナウイルスだけでなくインフルエンザや風邪等にも気を付けましょう。

２０２０年度全国統一防火標語

 寒さが本格化する季節を迎え、暖房器具の使用の増加が予想されます。更にこの時期は空気の乾燥も
あるため、暖房器具に関わる火災が発生しやすくなります。

 自分の 、 、 を守るために以下の内容を確認してみましょう。

　　　　 ア）暖房器具本体の損傷・腐食の有無
　　　　  イ）暖房器具本体・コンセント周辺の清掃は行っているか
　　　　　ウ）燃料ホースの損傷・亀裂の有無

　　　　　エ）燃料漏れの有無

　　　　　オ）正常に作動するか

　　　　※不具合を感じたら、すぐに専門業者に点検・整備をしてもらいましょう。

　　　　　ア）消火はされているか
　　　　　 イ）燃料の種類に間違いはないか
　　　　　 ウ）風通しの良い場所で行っているか
　　　　　 エ）燃料補給後、燃料タンクの蓋は確実に閉まっているか

　　　　　ア）暖房器具の上部に干した洗濯物が落下し、暖房器具の火が引火して火災が

　　　　　　　発生する恐れがあります。

　　　　　イ）カーテンに引火して火災が発生する恐れがあります。カーテンから離れた所に

　　　　　　　暖房器具を置きましょう。

　　　　　ウ）スプレー缶が暖房器具の熱により膨張し、破裂して、火災に繋がる恐れがあります。

　　　　　エ）消毒用アルコール液に引火して火災が発生する恐れがあります。置く場所、使用する

　　　　　　　場所を気を付けましょう。

　

　　　　 ア）寝返りをうった際に、布団が暖房器具に触れて、引火する恐れがあります。

　　　　 ア）火災が発生してしまった際に、すぐに対処することが出来ません。火災の発生源と
　　　　　　　なり得る暖房器具は消してから出掛けましょう。
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本紙に関するお問い合わせ・ご感想は登別市消防署警備グループ（85-2551）までお願いします。

火事と救急は１１９番　火災等の情報案内は８８-１５１５番

登別市消防本部・登別市消防署
８５－９６１１ ８５－２５５１

     消防団員募集中
　～　あなたの力を消防団で発揮してみませんか？　～

 これからの時期は、積雪が多くなり屋根
の雪下ろし・自宅周辺の除雪をする機会が
増えてきます。
消火栓・防火水槽の周りに雪が集められて
いると、火災で消防水利として使用する際
に、容易に使用できず、消火活動が遅れる
可能性があります。
自宅付近にある消火栓・防火水槽は、自宅
や近所を守るためにあります。有事の際、
地域を守るためにも、雪や車両の停車で消
防水利周辺は塞がないようご協力お願いし
ます。

消防団員募集中

消防団とは
「自分たちの街は自分たちで守る」というボランティア精神に基づき、私たちの街の  

安心と安全を守るため、地域住民で構成されている組織です。

　それぞれの分団が地域に密着した活動を行っています。

女性や学生も
　消防団員は性別や職業を問わず心身ともに健康な１８歳以上の市内に居住・勤務して

いるかたであれば任用資格があります。

あなたの周りの友人や職場の同僚など身近な人が消防団で活躍しています。

消防団員は「非常勤特別職の地方公務員」として必要な被服等は貸与されます。

また日々の労に報うために団員報酬や費用弁償などが支給されます。

　地域防災の要・消防団に入団しませんか？興味のある方はお近くの消防団員

または消防署・支署までお問い合わせください。

・寝たばこは、絶対にやめましょう。

・ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用しま

しょう。

・ガスコンロ等のそばを離れるときは必ず火を消しましょ

う。

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しま

しょう。

・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防

炎品を使用しましょう。

・火災を小さいうちに消すために住宅用消火器等を設置

しましょう。

・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の

協力体制を作りましょう。


